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１. はじめに
星野 (2009) や田嶌 (2009, 2011) が示すよう
に､ 現在､ 児童間暴力を中心とした児童による施設





ている (黒川, 2011：朴, 2011：田嶌, 2011)｡
しかし､ 児童養護施設における児童による施設内
暴力の実態は､ 近年まで客観的に把握されてきたと
は言い難い｡ その理由としては､ 星野 (2009) が
指摘するとおり､ 閉鎖性などの施設の構造的・文化
的特性が綿密に絡んでいることが考えられる｡ その
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KH-Coder (樋口, 2014) を使用することを試みた｡
なお､ KH-Coderを用いた児童養護施設内の暴力に




なお､ 近年の研究 (榊原ら, 2010；榊原ら, 2011







に在籍した児童50名 (表１) に関し､ 担当ケアワー
カーが日々の業務において記入した６か月間の児童
記録 (2014年４月１日～９月30日) を分析対象と
した｡ なお､ 50名の児童のうち､ 中学生以上の児童
４名が途中で措置解除となった｡







































就学前 小学生 中学生 中卒者 合計
男子 3 6 6 11 26
女子 1 6 11 6 24
合計 4 12 17 17 50
種 別 定 義
物理的暴力





















































































l-Wallis検定と多重比較 (Scheffe) を行った｡ デー
タの解析には､ Microsoft Excel 2010と統計解析
















































２) 男女別の事案概数 (人的計量/ KH-Coder)
表３は５種類の暴力と性関連事案に関して､ 人的
計量及びKH-Coderによる事案概数の度数分布､ 中
























位に多いこと (z=2.90, p＜0.01) と､ 自分への暴
力で女児の件数が優位に多いこと (z=2.15,
p＜0.05) が示された｡ また､ KH-Coderにおいて､
物理的暴力で男児の件数が優位に多いこと (z=3.02,






３) 学年別の事案概数 (人的計量/ KH-Coder)  全体的傾向
表４は､ ５種類の暴力と性関連事案に関して､ 人
的計量及びKH-Coderによる事案概数の最小値､
最大値､ 中央値､ 合計､ 平均を学年別に示している｡
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ている｡ また､ 同様に中央値を見ても､ 人的計量と
KH-Coderの差は､ 各学年において小さい｡








物理的暴力 ( =20.42, p＜0.001)､ 心理的暴力
( =9.77, p＜0.05)､ 物理的/心理的暴力 =14.48,







ことが示された (p＜0.05)｡ また､ KH-Coderにお
いては､ 物理的暴力 ( =21.03, p＜0.001)､ 心理
的暴力 ( =12.25, p＜0.01)､ 物理的/心理的暴力









































































数になる｡ また､ 捕捉率１は､ KH-Coderによる事
案概数のうち補足数が占める率であり､ 捕捉率２は
人的計量による事案概数のうち､ 補足数が占める割
合である｡ 第１種エラー率 (第２種エラー率) と補





る｡ 例えば､ 物理的暴力に関しては､ KH-Coderに
よる事案概数はその24.76% (第１種エラー率) は
的外れであったが､ 人的計量による事案概数の81.4

































計量対象 第１種 第２種 第１種 第２種 １ ２
物理的暴力 26 18 24.76 18.56 79 75.24 81.44
心理的暴力 21 20 21.43 20.62 77 78.57 79.38
物理的/心理的暴力 22 7 44.00 20.00 28 56.00 80.00
侵入的暴力 4 10 10.81 23.26 33 89.19 76.74
自分への暴力 3 1 33.33 14.29 6 66.67 85.71
性関連事案 26 10 36.62 18.18 45 63.38 81.82
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メージが自傷行為につながりやすいことを示してい
る｡ 厚生労働省 (2015) によれば､ 児童養護施設
入所児童の約６割が被虐待体験を有しており､ 西澤
(1994) によれば､ 被虐待体験は自己評価を大きく
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